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——————————要約——————————

特許情報は過去の情報をアーカイブしたいわば発明の
保管庫的なデータであり，それを活用することで経営戦
略・技術的発展等広く社会に役立てることができる．
しかし，現状の特許プラットフォームは人手で少数の特
許事例を調べるのには必要充分であるが，ビッグデータ
として特許全体の分析を行いたい場合には整理されてい
るとはいいがたい．
また，コロナ化をはじめ，サステナビリティやESGの
推進など，昨今の社会変化に手対応していくためには多
面的な視点から経営戦略を策定することが不可欠である．
そこには攻めの知財情報活用であるIPランドスケープが
有効である．
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———————— 1 はじめに————————
近年，コロナ禍をはじめグローバリゼーション，イン
ターネット技術やAI，IoT等のデジタル化技術の進展や
顧客のニーズの多様化や社会環境などの急速な変化など
の様々な要因により将来の予測が困難な時代となってい
る．このような社会変化がすさまじく不確実性が高まる
社会に対応していくためには，コア技術を高めることに
よって差別化を行い優位性を確立することが重要であり，
多面的な視点から経営戦略を策定することが不可欠であ
る．このような変化は，企業にとってチャレンジの機会
となっており，IPランドスケープには，その役割の一つ
として，新規事業に乗り出そうとする会社がその保有す
る要素技術を生かして参入することができ，競争力を高
めるための新たな市場・用途・商品・サービス等を提案す
ることが期待されている．
本研究では莫大な特許情報を整理し，可視化を行うこと
で，新たな市場・用途・商品・サービスの探索・提案を行
う手法の提案を行う．

—- 2 知的財産戦略と特許情報処理—-

2.1 知的財産戦略とIPランドスケープ
知的財産戦略（知財戦略）とは，企業が自身の知的財産
を活用し，経営戦略に組み込むためのアプローチである．
事業環境が大きく変化する時代において，企業の重要な
資産の一つである知的財産を活用することで，事業を成
功に導き，企業価値を高めることを目的としている．
知財戦略と経営戦略とは，企業の持続的な発展に向けて
密接に関連しており，知財戦略は，経営戦略の一部とし
て位置付けられるが，経営戦略において各機能別戦略の
方向性を決定する重要な役割を果たす．
これらの知財戦略は日本においては特許などの「In-

tellectual Property（知財）」と景観や風景を意味する
「Landscape」を組み合わせた造語で「IPランドスケープ」
と呼ぶことが多い．

2021年に特許庁が公表している「経営戦略に資する知
財情報分析・活用に関する調査研究」によるとIPランド
スケープが必要であると回答した者は約8割であった．し
かし，IPランドスケープを十分に実施できていると回答
したものは約1割であった [1]．現在，必要性は理解して
いるがまだ実施に至っている企業が少ないという状態で
ある．

図1 IPランドスケープの活用

2.2 特許情報処理
特許とは知的財産の一部であり発明の保護を目的とし
て，ある発明に対して独占・排他的に実施されるために
付与された権利であり，特許権とも呼ばれる．日本では
約34万件の特許が出願され，多様な分野の発明が蓄積さ
れている [2]．
公開番号とは，個々の公開特許公報に付与される番号
である．出願番号と同様に公開年が識別できるような書
式で付与される．ただし，2000年以降は，「特開 2006-
123456」の書式．同じく，公表特許公報には「特表平10-
123456」「特表2006-123456」のような公報番号が付与さ
れるが再公表特許公報には「WO2006/123456」のような
国際公開番号がそのまま公報番号として付与される．

国際特許分類（International Patent Classification：
IPC）は，特許文献の国際的な利用の円滑化を目的に作
成された世界共通の特許分類である．2023年11月現在，
IPC第 8版（2006年 1月発効）が最新の分類となってお
り，技術の進展に柔軟に対応するため，適宜改正が行わ
れている．

図1 多目的最適化の定式化

2.3 自然言語処理とテキストマイニング
自然言語処理とは，人が書いたり話したりする言葉をコ
ンピュータで処理する技術である．人工知能の研究分野
で中核を成す要素技術の一つといえる．自然言語処理技
術は「言語理解」と「言語生成」に大きく二つに分ける
ことができる．「言語理解」は人が書いた文章に対してな
んらかの処理をする技術であり，メールの自動分類，ウェ
ブ検索などが典型的な応用になる．「言語生成」は，コン
ピュータに文章を生成させる技術で，文章の要約や機械
翻訳などを含む．
テキストデータは，「定性データ」の代表的なもので，こ
の「定性データ」から付加価値の高い情報を収集するこ
とがテキストマイニングの目的である．アイデア発想に
おいて人間は自然言語から思考して発想することが一般
的である．そこでサイバー空間にあるテキストデータを
自然言語処理することを考える．現代社会においてイン
ターネット上の情報量は莫大になっており，今後も増え
続けることが予想される．このインターネット上の情報
を収集して分析することでIPランドスケープに生かせる
と考える．

— 3 共起語ネットワークの作成—

3.1 特許情報のベクトル化
莫大な情報を特許情報の分析を行うためにそれぞれの
特許をベクトル化し整理したうえで可視化を行う必要が
あると考える．
ベクトル化にはSentence-BERT(Sentence-Bidirectional

Encoder Representation from Transform)を用いる [3]．
Sentence-BERTは、2018年10月11日にGoogleが発表し
た自然言語処理モデルである「BERT」を改善したモデ
ルである．BERTは 2つの文章を比較することにはたけ
ているが，複数の文章を比較すルには精度がいまいちで
ある．そこで「Saimese Network」という手法を用いて複
数文章をインプットすることができるようになったもの
が「Sentence-BERT」である．本研究では，事前学習に
「Hugging Face」に登録されている日本語用のSentence-
BERTの事前学習モデルを使用した．

図2 BERT

3.2 次元圧縮とクラスタリング
今回扱うデータは768次元と高次元であるためクラスタ
リングを行う際に「次元の呪い」が発生することが考え
られる．この「次元の呪い」を回避するために，次元圧縮
を行う．次元圧縮手法にはUMAP(Uniform Manifold Ap-
proximation and Projection of Dimension Reduction)を
用いる [4]．
本研究では，k-means法を用いてクラスタリングを行う

[5]．k-means法は，初めに指定したクラスタの数だけ「重
心」をランダムに指定して，その重心をもとにクラスタ
をグルーピングしていくという手法である．k-means法
を活用すれば，データ間の距離を計算する必要がなくな
るというメリットがある．ここで，k-meansでは事前に

クラスターの数を与える必要があためクラスター数を決
定するためにクラスター分析を行う．クラスター分析に
はシルエット分析を用いる．シルエット分析におけるシ
ルエット係数は，クラスタリングの品質を評価する指標
であり，クラスター内のサンプルがどれだけ密集，分離
しているのかを示す指標である．本研究ではシルエット
係数が一番大きくなるクラスター数でクラスタリングを
行う．

図3 UMAP

3.3 　共起関係と共起語ネットワーク
ある単語とある単語が同時に出現することを共起する
といい，文章において関係深い単語は共起することが多
い．共起分析では単語同士のJaccard係数を比較したり，
共起関係を持つ単語と単語を線で結んで描かれる共起ネ
ットワークが利用される. 文章また単語群に対して共起す
る単語をネットワークで表した共起語ネットワークとい
う．このように，共起語を分析することで，単語の意味
的特徴を理解することができる．今回，各クラスターの
テキストに対してそれぞれの共起語ネットワークを作成
する．

———————— 4 提案手法————————
本研究では，Googleが提供する特許文献の検索サービ
スである「Google Patents」からキーワードに関する特許
データを取得する．また，取得した特許データにたいし
て，形態素解析などを行ったのち，BERTを用いてベク
トル化する．次元の呪いを解消するために，次元を圧縮
したのち，クラスター分析を行い，その結果をもとにク
ラスタリングを行う．さらに，クラスターごとに共起語
ネットワークを作成し，3Dグラフにより可視化を行う．

図4 提案手法
————— 5 数値実験並びに考察————–
今回の数値実験では，従来の実例と同じくキーワードを

「浸透」「隙間」「狭い」の3つを用いて共起語ネットワー
クを作成する．実験で扱う特許データは，2000年1月か
ら2022年12月までに出願された特許を用いる．
従来の実例では共起語ネットワークを作成するだけで
あったが，提案手法では特許情報をベクトル化し，可視
化を行うことで，莫大な情報を整理することができ広い
分野の探索が可能になった．一方で，共起語ネットワー
クの作成にはまだ改善の余地が見られる．特許情報には
複合語や専門用語などが多く含まれており，今回行った
形態素解析ではそれらの抽出が行えておらず，別々の他
の単語として抽出していたと考えられる．

図5 実験結果
———————— 6 おわりに————————



本研究では，莫大な特許情報を整理し，可視化を行うこ
とで，新たな市場・用途・商品・サービスの探索・提案
を行う手法の提案を行った．今後の課題として，形態素
解析を行う際の専門用語や複合語の抽出や，クラスター
のタイトルをクラスター内の重要語などを用いて作成す
ることでより，視覚的にわかりやすくなると考えられる．
さらに，今回の実験ではスクレイピングから共起語ネッ
トワーク作成までの時間が多くかかってしまう問題があ
り，実用化に向けて実行時間を短縮する必要がある．
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